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親睦会を開催しました！
6月 25日 ( 土 ) に『大金星』にて親睦会を開催しました。

美味しいお酒と料理で大変盛り上がり、プロ・練習生の交

流を図る事ができました。今回来られなかった方も次回は

是非ご参加ください !!　　　幹事　中神トレーナー・太田

2011 年 6月 7日にトクホンダッシュエアロ第 85 弾に中村幸裕選手と内海祐輔選手、小宮山玲雄選手（公開

スパーリング）が出場し、平日にもかかわらず 200 名近いファンの皆様にご来場いただきました。

結果は残念ながら中村・内海両選手とも負けとなり、今年初の勝利を掴む事が出来ませんでしたが、ご来場

下さいました皆様の熱い声援により、会場はとても盛り上がりました。今後とも皆様の応援が選手たちの力

になりますので、応援の程宜しくお願い申し上げます。

                                                                                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　渡久地聡美

トクホンダッシュエアロ第 85 弾

試合の予定

◆2011 年 8月 31 日 ( 水 ) 日本武道館◆

フェザー級 4回戦　※デビュー戦

小宮山 玲雄　VS　対戦者未定　

◆2011 年 9月 13 日 ( 火）後楽園ホール◆

トクホンダッシュエアロ

スーパーライト級 8回戦

コブラ諏訪 VS　大橋 展行 選手（鉄拳８）

ぜひ会場まで応援宜しくお願いします！

尚、チケットをお求めの方は当ジムまで！

中村 幸裕 悲運の反則負け

その他試合の結果

◆2011 年 6月 7日後楽園ホール◆

スーパーフライ級 4回戦　※デビュー戦

内海祐輔　VS　松本 達矢選手（横田 S）　

４R判定（0-2）で敗れました。

序盤から手数や気持ちが前に出ていたが

、相手選手のパンチをもらった際にアゴ

が上がり、ジャッジの印象を悪くしたの

がポイントの差で出た。まさに 4回戦は

スタミナ、手数が重視の結果となった。

ご周知の通り中村幸裕は大手広告代理店に勤めるサラリーマンボクサーだ。仕事、ジムワークと多忙ではあ

るが、2008 年度全日本新人王にも輝いた。早いステップインと小柄な体から繰り出す強打はまるでマイク

タイソンのようだ。元世界チャンピオンの柴田国明さんも『彼はチャンピオンになるよ』と太鼓判を押して

いた程だ。その中村も今回の反則負けで 3敗目となる。負けの全てが判定によるものだが、こんなにも実力

と戦績が釣り合わないのはどうしてなのだろうか？前出にも記載した通り、今回の反則負けは 4R中盤での

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レフリーストップ後の加撃によ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るものとしている。中村のテー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピングが外れ、レフリーが巻き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直しの為にストップを掛けたの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だが、レフリーは中村の背後に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おり、両選手の間に体を入れて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　止めなかった。レフリーは『ス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トップ』のコールをしたが、こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の大観衆の中、当然聞こえない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まして、左フックから右ストレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ートに入る動きの中でストップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が掛かっても止めれるはずがな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。中村の放った右ストレート

は相手選手に当たり、足を捻りながら倒れた。相手選手は 2分間の休息を与えられたが、そのまま動けなく

なり試合終了。ジャッジはこれで中村の反則負けと宣告した。会場は一瞬静まり返るが、ブーイングの嵐と

なった。中村は２回もダウンを奪い、終始主導権を握っていたにも関わらずこのジャッジは誰が見ても納得

できるものではない。当ジムはこのジャッジについて、コミッションへ不服の抗議をしており、正当な回答

を待っている。

２Rに強烈な左フックでダウンを奪う

それでも練習の成果が出ていた
このようなミスジャッジもあったが、良い試合だった。初盤から中村の動きは良く、

２Ｒ、３Ｒと２回のダウンを奪った。相手の攻撃もスリッピングでかわして左フック

、相手の左ボディーに右アッパーを合わせるテクニックも魅せた。ジムワークや出稽

古で練習した動きを本番でパーフェクトに近い程出ていた中村の余裕と精神力には驚

いた。まだまだ強くなる選手だ。今後の中村に期待大。


